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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

山
陰
道
・
出
雲
街
道

第
33
回

は
じ
め
に

　

松
江
市
は
、
島
根
県
の
東
部
に
位
置

し
、
北
は
日
本
海
を
望
む
島
根
半
島
、

南
は
宍し
ん
じ
こ

道
湖
と
中
海
を
挟
ん
で
中
国
山

地
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
広
が
る
風
光

明め
い
び媚

な
中
核
都
市
で
あ
る
。

　

出
雲
神
話
や
豊
富
な
古
代
遺
跡
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
古
代
に
は
出
雲
国

府
、
近
世
に
は
松
江
城
が
置
か
れ
る
な

ど
、
山
陰
地
域
の
政
治
文
化
の
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

現
在
の
城
下
町「
松
江
」の
基
礎
が
出

来
た
の
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
後
に
出
雲

国
に
入
府
し
た
堀
尾
吉
晴
・
忠
氏
父
子

が
広
瀬
の
富
田
城
か
ら
現
在
の
松
江
に

城
地
を
移
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の

時
に
松
江
城
を
中
心
と
し
て
整
備
し
た

堀
割
や
街
路
は
、
今
も
松
江
の
都
市
の

骨
格
を
形
成
し
、
城
下
町
の
景
観
を
伝

え
て
い
る
。

街
道
と
松
江

　

山
陰
地
域
は
古
来
、
道
に
よ
っ
て
都

と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
古
代
に
は
律
令

制
の
も
と
で
日
本
海
沿
岸
ル
ー
ト
の
山

陰
道
が
整
備
さ
れ
、
近
世
に
は
大
名
の

参
勤
交
代
に
よ
り
、
山
陽
道
か
ら
中
国

山
地
を
越
え
て
横
断
す
る
出
雲
街
道
が

整
備
さ
れ
た
。
街
道
は
、
宿
場
町
の
発

展
や
、
産
業
や
文
化
交
流
の
隆
盛
に
深

く
寄
与
し
て
き
た
。

　

現
在
で
も
山
陰
道
は
宍
道
湖
・
中
海

圏
域
を
つ
な
ぐ
大
動
脈
で
あ
り
、
出
雲

街
道
の
近
く
に
は
山
陽
地
域
と
結
ぶ
Ｊ

Ｒ
伯
備
線
が
並
走
し
て
お
り
、
近
畿
圏

を
中
心
と
し
た
観
光
客
の
利
用
に
供
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
豪
華
寝
台
列
車「
瑞み
ず
か
ぜ風
」の
運
行
が

始
ま
り
、
山
陰
地
域
を
周
遊
す
る
観
光

客
も
増
加
し
て
い
る
。
乗
継
駅
の
一
つ

で
あ
る
宍
道
駅
は
、
近
世
山
陰
道
沿
い

に
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
本
陣
が
置
か

れ
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
土
地
柄
で
あ

る
。
瑞
風
が
到
着
す
る
と
地
域
住
民
が

ホ
ー
ム
で
小
旗
を
手
に
歓
迎
す
る
光
景

が
見
ら
れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み

が
宿
場
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

茶
の
湯
文
化
が
息
づ
く
松
江

　

松
江
は“
お
茶
ど
こ
ろ
”と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
茶
の
湯
文
化
の
基
礎
を
築

「
選
ば
れ
る
ま
ち
松
江
」を
目
指
し
て

松ま
つ
え江
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い
た
の
は
、
松
平
家
七
代
藩
主
治は

る
さ
と郷

（
不ふ
ま
い昧
）で
あ
る
。
そ
の
流
儀
は
今
も
不

昧
流
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
市

民
の
日
常
生
活
に
も
お
茶
を
飲
む
習
慣

と
し
て
深
く
根
付
い
て
い
る
。
お
茶
に

関
連
し
て
焼
物
や
和
菓
子
な
ど
の
伝
統

産
業
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。
折
し

も
、
平
成
30
年
は
不
昧
公
の
没
後

２
０
０
年
忌
に
当
た
り
、
不
昧
公
の
指

図
に
よ
る
茶
室
、
重
要
文
化
財
「
菅か
ん
で
ん田

庵
及
び
向こ
う
げ
つ月
亭
附つ

け
た
り御
風
呂
屋
」
の
保
存

修
理
事
業
が
所
有
者
に
よ
り
進
め
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
記
念
茶
会
や
展
示
会
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
不

昧
公
の
業
績
や
精
神
を
広
く
発
信
で
き

る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と 

松
江

　

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八

雲
）
は
、
明
治
23
年
に
島
根
県
尋
常
中

学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
松
江
に
赴

任
し
た
。
ハ
ー
ン
は
、
松
江
の
美
し

い
風
景
や
風
情
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

滞
在
し
た
１
年
３
カ
月
の
間
に
見
聞

し
た
城
下
町
松
江
の
風
情
や
、
島
根

半
島
の
美
し
い
自
然
を
文
筆
に
よ
っ

て
広
く
世
界
に
紹
介
し
た
。
こ
う
し

た
ハ
ー
ン
の
功
績
は
、
昭
和
26
年
に

本
市
が
国
際
文
化
観
光
都
市
に
指
定

さ
れ
た
契
機
と
も
な
っ
て
お
り
、
住

ま
い
と
し
た
小
泉
八
雲
旧
居
や
作
品

の
登
場
地
は
今
で
も
観
光
客
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

「
選
ば
れ
る
ま
ち
松
江
」を 

目
指
し
て

　

本
市
は
、
深
い
歴
史
と
伝
統
文
化
に

よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
魅
力
を
広

く
国
内
外
に
発
信
し
、
近
年
外
国
人
観

光
客
の
来
松
も
増
え
て
い
る
。
し
か

し
、
地
方
都
市
特
有
の
人
口
減
少
、
超

高
齢
化
と
い
う
問
題
も
抱
え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
平
成
29
年
度
に
松
江
市

総
合
計
画
を
策
定
し
た
。
基
本
理
念

を
「
松
江
を
超
え
る
。
松
江
を
つ
く

る
。」と
し
、
目
指
す
将
来
像
を「
選
ば

れ
る
ま
ち
松
江
」
と
定
め
た
。
魅
力
あ

る
松
江
を
も
っ
と
魅
力
あ
る
ま
ち
に

磨
き
上
げ
、
国
内
外
に
発
信
し
て
「
松

江
」
の
存
在
感
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
市
民

や
企
業
、
行
政
な
ど
が
価
値
観
を
共

有
し
、
組
織
や
圏
域
、
業
種
な
ど
の

枠
を
超
え
て
連
携
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、「
共
創
・
協
働
」
を
基
本
姿

勢
と
し
て
「
選
ば
れ
る
ま
ち
松
江
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

「瑞風」の出迎え風景

小泉八雲

一
口
メ
モ

山陰道・出雲街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　

律り
つ
り
ょ
う令

時
代
の
五
畿
七
道
の
ひ
と
つ
山

陰
道
は
、
畿
内
と
山
陰
諸
国
の
国
府
を

結
ぶ
官
道
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に

な
る
と
新
た
に
山
陰
街
道
が
開
か
れ
、

京
か
ら
丹
波
を
通
り
周
防
国
に
至
る
道

筋
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
国
道
９
号
が
ほ
ぼ
律
令
時
代

の
山
陰
道
を
継
承
し
て
い
る
が
、
益
田

か
ら
先
は
山
口
線
に
沿
っ
て
津
和
野
・

山
口
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
近
世
の
街
道
に
由
来
す
る
。

　

出
雲
街
道
は
、
出
雲
往
来
、
雲
州
街

道
と
も
い
い
、
播
磨
国
姫
路
を
始
点
と

し
て
、
出
雲
国
松
江
に
至
る
街
道
の
こ

と
を
主
に
指
す
。
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古
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承
す
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松
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参
勤
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路


